
 

 

               
 

 
平成 19 年（2007 年）新潟県中越沖地震の評価 

（主に断層面に関する評価） 
 

 
 平成19年（2007年）新潟県中越沖地震（以下、新潟県中越沖地震）は、大局的には南東傾

斜（海から陸に向かって深くなる傾斜）の逆断層運動により発生した。また、震源域北東部

では北西傾斜（陸から海に向かって深くなる傾斜）の断層も活動したと考えられる。 

 今回の地震に伴う、海底でのずれは確認できなかった。しかし、余震分布から推定される

南東傾斜の断層面の浅部延長は、既知の活断層に連続している可能性がある。 

 

 

以下に新潟県中越沖地震の断層面の評価に関係する各解析結果のまとめを記述する。 

 

○  臨時の海底及び陸上地震観測に基づき得られた詳細な震源分布によると、余震は、全

体的な傾向としては、南東傾斜の断層面上で発生している。震源域北東部では、余震が

北西傾斜の面上でも発生している。 
 
○   震源分布を参照した地殻変動解析結果でも、南東傾斜の断層に加え、震源域北東部に

北西傾斜の断層を考慮することで、データをより良く説明できる。 

 

○  強震動波形データなどの解析から、大局的には南東傾斜面が震源断層面であると推定

される。なお、この解析結果は、余震分布や地殻変動データ解析が示唆する震源域北東

部の北西傾斜の断層の存在を否定しない。 

 

○  津波データ解析から、震源域北東部では北西側に沈降域が、震源域南西部では北西側

に隆起域が存在していると推定される。津波データ解析からだけでは、断層面が北西傾

斜か南東傾斜かを決定するのは困難である。 
 

○  海域での構造探査によると、震源域北西側には、震源断層とほぼ同じ方向に延びる活

断層や活褶曲構造が見られる。これらの活構造は、主に南東傾斜の逆断層運動によって

形成されてきたと推定される。 

今回の地震に伴う、海底でのずれは確認できなかった。しかし、余震分布から推定さ

れる南東傾斜の断層面の浅部延長は、上記の活断層に連続している可能性がある。 

 
 

平 成 ２ ０ 年 １ 月 １ １ 日

地震調査研究推進本部

地 震 調 査 委 員 会
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海域・陸域臨時地震計観測網に基づく

 

2007年新潟県中越沖地震の精密余震分布

東京大学地震研究所・北海道大学・弘前大学・東北大学・名古屋大学・京都大学・九州大学・鹿児島大学
・海洋研究開発機構・気象研究所

図1.  震央分布・観測点分布を示す

1) 7月26日～8月24日：海域臨時観測網データ＋陸域臨時観測網データ＋定常観測点データ
→

 

震源域の3次元地震波速度構造と余震分布(660個)を決定

2) 上記の3次元地震波速度構造と余震分布を固定して、下記のデータ内の余震(気象庁一元

 

化処理震源M1.5以上)を再決定

7月16日10時13分～18時24分：定常観測点データ
7月16日18時25分～7月25日、8月25日～29日：陸域臨時観測網データ＋定常観測点データ
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図2. 余震分布の深度断面図を示す．各ビンの幅は、2kmである．
半透明の青線は北西傾斜の断層面、半透明の灰線は南東傾斜
の断層面の位置を表す．半透明の線はそれぞれの図に対して同じ場所に表示してある．
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図4. 断層形状・位置関係を示す概念図．
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モデル３：南東+北西傾斜（成層媒質）

平成19年新潟県中越沖地震　南東+北西傾斜震源断層モデル（成層媒質）と地震分布の位置関係１

南東傾斜断層面上の
すべり分布

(南西） (北東）
走向方向

向
方
斜
傾

矢印は，下盤に対する
上盤の動きを表す。

地震モーメント：1.14×1019Nm
Mw=6.64

＜南東傾斜断層＞

合計（南東＋北西）：

地震モーメント：1.43×1019Nm
Mw=6.70

余震分布は
東京大学地震研究所による。

水平分布図 断面投影図
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モデル３：南東+北西傾斜（成層媒質） 

平成19年新潟県中越沖地震　南東+北西傾斜震源断層モデル（成層媒質）と地震分布の位置関係２ 
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矢印は，下盤に対する 
上盤の動きを表す。 

地震モーメント：0.29×10 19Nm
Mw=6.24

＜北西傾斜断層＞

合計（南東＋北西）： 

地震モーメント：1.43×10 19Nm
Mw=6.70

余震分布は 
東京大学地震研究所による。 

水平分布図 断面投影図 
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佐渡島
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平成１９年新潟県中越沖地震　推定された主要な滑り面の概念図
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図1. 収集された験潮（検潮）記録

1. 験潮儀応答特性調査および津波波形補正

図1-1. 新潟県中越沖地震津波の験潮（検潮）記録

図1-2. 験（検）潮場（所）の位置

科学技術振興調整費・津波グループ

（北大・産総研・日本歯大、気象研）資料



津波波形インヴァージョンの解

図3.8 津波波形インヴァージョンによる初期水位分布と国土地理院モデルから計算さ
れた海底地殻変動分布との比較（コンター間隔は1 cm)

GSIの北西傾斜モデル

GSIの南東傾斜モデル GSIの南東+北西傾斜モデル

科学技術振興調整費・津波グループ資料
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